
う
し
た
施
設
は
、
昭
和
60
年
代
か
ら

建
設
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
菊
の
需
要

は
こ
の
時
期
に
、
家
庭
中
心
か
ら
葬

儀
な
ど
の
業
務
中
心
に
変
化
し
て
き

た
か
ら
で
す
。
部
会
で
は
、
こ
の
よ
う

な
市
場
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、
葬
儀

に
必
要
な
白
で
品
質
が
そ
ろ
っ
た
大

量
の
輪
菊
を
、
周
年
で
安
定
的
に
供

給
す
る
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
か
ら

高
度
化
さ
れ
た
施
設
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
63
年
に
4
戸
だ
っ

た
高
度
化
施
設
の
保
有
は
、
18
年
に

は
1
3
2
戸
ま
で
進
み
ま
し
た
。

主
力
品
種
は
祭
壇
が
際
立
つ「
花

色
の
純
白
さ
」「
花
持
ち
の
良
さ
」
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
秋
菊
「
神
馬
」

を
、
夏
菊
で
は「
優
花
」
を
選
定
。
品

職
員
に
よ
る
二
次
検
査
を
行
い
、
品

質
管
理
を
徹
底
し
な
が
ら
、
10
〜
5

月
は「
神
馬
」、
6
〜
9
月
は「
優
花
」

を
安
定
的
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

変
動
す
る
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
指
導
部
と
販
売
部
、
育

苗
セ
ン
タ
ー
部
の
3
つ
の
専
門
部
を
つ

く
り
、
機
能
を
分
担
し
て
い
ま
す
。
指

導
部
は
部
会
の
技
術
革
新
の
中
核
と

し
て
毎
月
2
回
の
定
例
会
を
実
施

し
、
生
産
管
理
技
術
の
確
立
と
向
上

を
図
り
ま
す
。
販
売
部
は
流
通
情
報

を
つ
か
み
、
分
析
し
、
有
利
販
売
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
部

は
品
種
の
系
統
選
別
や
特
性
の
把

握
、
無
病
苗
の
安
定
供
給
に
取
り
組

み
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
他
人

任
せ
に
し
な
い
精
神
も
持
っ
て
い
る
」

（
中
園
さ
ん
）こ
と
が
最
大
の
強
み
で

す
。ま

た
、「
部
会
の
宝
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
青
年
部
は
、
40
歳
以
下
の
部

会
員
で
組
織
。
部
員
数
は
部
会
戸
数

全
体
の
4
割
に
お
よ
び
ま
す
。
青
年

部
は
毎
月
の
勉
強
会
や
先
進
地
研
修

を
行
い
、
新
品
種
の
開
発
や
試
験
展

示
、
新
技
術
の
実
証
・
検
証
か
ら
産

地
に
合
っ
た
技
術
確
立
と
課
題
解
決

を
行
い
、
指
導
部
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
の
中
で
女

性
は
経
理
や
労
務
管
理

を
担
う
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
高
品
質
な

菊
を
周
年
栽
培
す
る
に

は
多
く
の
労
働
力
が
必

要
な
た
め
、
農
繁
期
な

ど
に
は
雇
用
労
働
力
を

取
り
入
れ
、
経
営
の
安

定
と
規
模
拡
大
に
つ
な

げ
て
き
ま
し
た
。
支
部

活
動
の
研
修
会
に
は
夫

婦
で
参
加
す
る
こ
と
や

家
族
経
営
協
定
の
締
結

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

協
定
に
基
づ
い
て
経
営
を
発
展
さ
せ
よ

う
と
家
族
が
団
結
。
部
会
員
の
4
割
以

上
が
年
間
所
得
1
0
0
0
万
円
以
上
を

確
保
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
き
業
界
は
輸
入
品
の
増
加
に
よ

る
価
格
の
低
迷
と
い
っ
た
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
店
頭
の
花
を
見
て
も
、

国
産
か
外
国
産
か
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
国
産
な
ら
で
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周
年
安
定
供
給
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
花
作
り
…
…

世
界
を
見
据
え
攻
め
の
農
業
実
践

「菊」
ＪＡふくおか八女は、福岡県南部に位置し、八女市を
中心として筑後市、広川町、立花町、黒木町、星野村、矢
部村の2市3町2村に広がっています。平均気温16度、
年間降水量は1800ミリで、年間を通じて温暖で水に恵
まれた地域です。土壌は八女地域の中央を流れる矢部
川下流に開けた沖積地帯のため肥よくで、水利条件も
恵まれています。産地としての伝統は古く、ＪＡふくおか
八女八女電照菊部会は昭和31年に結成した「八女市花
卉園芸組合」が前身です。平成2年に任意組合から農事
組合法人に変更し、12年にＪＡふくおか八女の生産部
会になりました。部会員数は181戸（平成18年度末）。

福岡県八女市
ＪＡふくおか八女
八女電照菊部会 部会長

中園　英治さん

R264R264R264

R442R442R442

R209R209
R3R3

広川SA広川SA
耳納山地 

九
州
自
動
車
道
 

広川 広川 

八女 八女 

羽犬塚 羽犬塚 

福岡県 
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集
団
組
織

集
団
組
織 
集
団
組
織 

八
女
電
照
菊
部
会
は
、
生
産
者

個
々
の
力
を
結
集
す
る
こ
と
で
、
均

一
で
高
品
質
な
電
照
菊
を
生
産
す

る
産
地
と
し
て
飛
躍
し
ま
し
た
。
平

成
19
年
の
販
売
額
は
40
億
円
。「
産
地

と
し
て
50
年
以
上
続
い
て
い
る
の
は
、

先
輩
た
ち
の
努
力
と
常
に
新
し
い
販

売
戦
略
を
考
え
て
挑
戦
し
て
き
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
部
会
長
の
中

園
英
治
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

ず
ら
り
と
並
ぶ
ハ
ウ
ス
は
現
在
、
ガ

ラ
ス
温
室
や
鉄
骨
硬
質
フ
ィ
ル
ム
ハ
ウ

ス
な
ど
で
高
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

大田花き 

神
　
馬 

優
　
花 

なにわ花いちば 

当部会 他産地 

※1 大田花き：日本最大の花き市場　　※2 なにわ花いちば：西日本最大の花き市場 

※1 ※2

53％ 47％ 

49％ 51％ 49％ 51％ 

33％ 67％ 

■主要卸売市場における神馬・優花のシェア
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平均 
33歳 

74 

16 
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平均 
31歳 

平均 
31歳 

平均 
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31～35歳 
26～30歳 
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79 

26 

24 

18 
11

71 

18 

18 

21 

14

73 

15 

21 

25 
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平成12年 
 

14年 
 

16年 
 

18年 

■組織戸数と出荷量の推移

■青年部員数の推移と年齢構成

八
女
電
照
菊
部
会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

品質がそろった輪菊

青年部の現地巡回

菊ハウスの深夜電照

種
を
統
一
す
る
こ
と
で
高
度
な
栽
培

管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
・
蓄
積
し
て

い
ま
す
。

部
会
員
に
よ
る
一
次
検
査
と
J
A

福
岡
県
八
女
市
の
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
・
八
女
電
照
菊
部
会
は
、

時
代
に
対
応
し
た
取
り
組
み
を
続
け
、
花
き
業
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
生
産
者
部
会
で
す
。
業
務
用
の
需
要

が
拡
大
し
た
昭
和
６０
年
代
に
、
気
象
災
害
に
強
い
高
度
化
施
設
の
導

入
を
進
め
、
周
年
生
産
を
確
立
。
栽
培
技
術
の
確
立
や
種
苗
の
安
定

供
給
、
出
荷
規
格
の
統
一
の
た
め
の
検
査
体
制
の
整
備
な
ど
、
生
産

者
自
ら
が
役
割
分
担
を
し
て
、
組
織
力
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
県
試
験
場
と
連
携
し
て
新
品
種
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
用
途
の
提
案
を
先
導
。
産
地
間
協
調
を
提
唱
す
る
な
ど
、
国
際
情

勢
を
見
据
え
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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は
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
作
ろ
う
と
、

平
成
14
年
か
ら
新
品
種
の
開
発
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。
15
年
か
ら
は
県

試
験
場
と
連
携
し
て
新
品
種
の
育
成

を
進
め
る
体
制
を
築
き
ま
し
た
。

「
時
代
に
合
っ
た
品
種
を
選
ぶ
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
が
大
切
。
八
女
電
照

菊
部
会
は
機
動
力
、
ス
ピ
ー
ド
力
が

あ
る
の
で
、
上
が
っ
て
く
る
情
報
量
が

格
段
に
増
え
て
助
か
り
ま
す
」
と
県

普
及
セ
ン
タ
ー
。
試
験
場
な
ど
で
育

種
さ
れ
た
新
品
種
は
、
3
年
後
に
は

部
会
員
に
よ
る
試
験
栽
培
が
で
き
る

段
階
に
ま
で
育
て
る
体
制
を
整
え
て

お
り
、
現
在
、「
雪
姫
」
を
試
作
し
て

い
ま
す
。

連
携
は
県
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
国
内
の
菊
産
地
が
海
外
産
地

と
戦
え
る
よ
う
団
結
し
、
挑
戦
を
続

け
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
産
地
間「
競
争
」か
ら「
協
調
」

へ
転
換
す
る
た
め
、
18
年
に
九
州
輪

ギ
ク
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
ま
し
た
。
ま

ず
九
州
の
白
輪
菊
の
品
種
統
一
に
向

け
て
、
新
品
種
の
育
成
や
生
産
方
策

の
協
調
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
結
婚
式
で
の
菊
の
ブ
ー

ケ
の
提
案
や
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
、

新
た
な
用
途
で
の
需
要
拡
大
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
食
べ
物
だ
け
で
な
く
、

花
で
も
安
全
で
信
頼
で
き
る
も
の
を

選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
、

13
年
か
ら
農
薬
の
使
用
量
を
減
ら
す

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
害
虫
の
侵

入
を
抑
え
る
こ
と
で
、
殺
虫
剤
の
使

用
を
3
割
ほ
ど
減
ら
し
ま
し
た
。

稲
・
麦
わ
ら
や
牛
ふ
ん
な
ど
を
入

れ
た
土
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
始

め
、
化
学
肥
料
を
5
割
ほ
ど
削
減
し

ま
し
た
。
18
年
に
は
す
べ
て
の
部
会

員
が
県
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し

ま
し
た
。
1
8
1
戸
全
戸
が
取
得
す

る
の
は
、
花
き
業
界
で
は
先
進
的
で

す
。
出
荷
箱
に
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
マ
ー

ク
を
印
刷
す
る
ほ
か
、
主
要
な
取
引

市
場
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
栽
培
し
て

い
る「
八
女
の
菊
」の
産
地
表
示
を
実

現
し
、
積
極
的
に
P
R
し
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
開
発
さ
れ
た
花
き
生

産
の
環
境
認
証
プ
ロ
グ
ラ
ム（
M
P
S
）

の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
食
育
な
ら
ぬ「
花
育
」に
昭

和
56
年
か
ら
八
女
市
内
の
小
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
初
は
子
ど

も
た
ち
が
菊
を
育
て
開
花
さ
せ
る
ま

で
を
部
会
員
が「
菊
先
生
」と
し
て
支

援
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
開
花
し
た

と
き
に
地
域
の
人
を
招
い
て
菊
祭
り

を
開
く
こ
と
が
定
例
行
事
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
調
べ
た
菊
の
歴
史
や

特
性
な
ど
の
発
表
や
劇
の
披
露
な
ど

に
発
展
し
て
い
ま
す
。

菊
作
り
を
経
験
し
た
子
ど
も
の
う

ち
、
32
人
が
就
農
し
、
今
度
は「
菊
先

生
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
産
地
と
し
て

さ
ら
に
花
開
く
よ
う
、
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

中
央
審
査
委
員
会

・
八
木
宏
典
委
員
長

八
女
電
照
菊
部
会
の
前
身
は

八
女
市
花
卉
園
芸
組
合
で
あ

る
が
、
東
京
へ
の
販
売
担
当
駐
在

員
の
配
置
な
ど
、
J
A
ふ
く
お
か

八
女
と
一
体
と
な
っ
た
販
売
力
強

化
を
目
的
に
、
平
成
12
年
に
部
会

組
織
と
し
て
新
た
に
編
入
し
た
も

の
で
あ
る
。

純
白
さ
と
花
持
ち
の
良
さ
を

特
徴
と
す
る
「
神
馬
」
を
秋

菊
に
、
ま
た
「
優
花
」
を
夏
菊
に
選

定
し
て
、
前
者
の
10
〜
5
月
出
荷
、

後
者
の
6
〜
9
月
出
荷
に
よ
る
周

年
供
給
体
制
を
確
立
し
、
業
務
用

需
要
を
中
心
と
す
る
品
種
戦
略
と

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
通
じ
て
、
品

質
、
出
荷
量
と
も
に
国
内
の
ト
ッ

プ
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
の
地
位

を
築
い
て
き
た
。

「
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
花

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

防
虫
ネ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
減
農
薬

と
、
有
機
質
肥
料
の
活
用
に
よ
る

化
学
肥
料
低
減
に
も
取
り
組
み
、

全
国
の
輪
菊
産
地
で
は
初
め
て
の

部
会
員
全
員
が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

認
証
を
取
得
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
農
業
試
験
場
と
の
協
力
の
も
と

に
、
交
配
か
ら
試
験
栽
培
ま
で
の

期
間
を
短
縮
し
た
品
種
開
発
体
制

を
構
築
し
、
す
で
に
「
雪
姫
」「
夏

日
和
」
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を

開
発
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
低

温
開
花
性
や
伸
長
性
な
ど
に
優
れ

た
新
品
種
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。部

会
の
経
営
主
の
平
均
年
齢

は
若
く
、
し
か
も
青
年
部
員

も
部
会
員
の
4
割
ほ
ど
を
占
め
て

い
る
。
青
年
部
は
毎
月
の
現
地
研

修
会
や
各
種
検
討
会
、
勉
強
会
な

ど
を
通
じ
て
、
部
会
の
将
来
の
担

い
手
を
め
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
ま
た
、
女
性
グ
ル
ー
プ
を

中
心
に
結
婚
式
の
ブ
ー
ケ
な
ど
、

多
様
な
需
要
の
新
規
開
発
に
向
け

た
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

「
花
育
」
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

試験場 

交配　　　種子　　　播種 

有用性試験 

実用性試験 普及性試験 

増殖　　　配布　　　栽培 

有用性試験 

八女電照菊部会 

1年目 

2年目 

3年目 

選抜のポイント：花色、花型、草姿、葉形、無側芽性、伸長性、開花の早晩性など 

選抜のポイント：市場性、低温開花性、高温耐性、生育揃い、生産性など 

ＪＡふくおか八女 

販売対策の 
　助言・指導 

補助事業 
地域振興 

八女市・筑後市 
広川町・立花町・黒木町 

総合的な助言・指導 

新品種・新技術開発 

病害・虫害対策の助言・協力 

花の消費拡大 

全国花生産者との連携 

福岡県花き園芸連合会 

日本花き生産協会 

JA全農ふくれん 
福岡県 

病害虫防除所 

普及センター 

農業総合試験場 

農林事務所 

県庁 

八女電照菊部会 

■新品種開発のフロー図

■外部関係機関との関係

九州輪ギクサミット

（福岡県農政部農業技術課調べ） 

全 国  
　 う ち 花  
　 う ち 福 岡 県 の 花  
　 　 　 う ち 八 女 地 域 の 花  
　　　　 うち八女電照菊部会  
　 う ち 福 岡 県  

 
全国の0.7％ 
全国の花の約24％ 
全国の花の約23％、福岡県の花の約97％ 
全国の花の約20％、福岡県の花の約84％ 

備　　　　　考 

127,266 
883 
216 
209 
181 
3,017

件　数 

菊のディスプレイ結婚式で白菊のブーケを使用神馬（白）・美吉野（赤）・精興の秋（黄）雪姫

青
年
部
に
よ
る
花
育

■エコファーマーの件数（平成18年度末）


